
大阪駅周辺・中之島・御堂筋周辺地域都市再生緊急整備協議会会議 

第７回 大阪駅周辺地域部会 議事録 

 

開催日時：平成 27 年 11 月 2 日（月） 14:00～16:00 

場  所：ヴィアーレ大阪 ２階 安土の間 

 

 

１．開会 

川田都市計画局長（大阪市） 

 それでは、定刻になりましたので、会議を始めさせていただきます。 

 きょうは司会進行役を務めさせていただきます、大阪市都市計画局長の川田でございま

す。よろしくお願い申し上げます。着席して進めさせていただきます。 

 なお、会場には傍聴の方々、報道関係の方も多数御来場されておりますけれども、皆様

方の御理解をいただきながら進めてまいりたいと思います。 

 まず、協議会会議及び部会の構成員に変更がございましたので紹介させていただきます。 

 資料１の構成員名簿をごらんください。内閣官房内閣審議官、内田様にかわりまして、

佐々木様が御就任されております。きょうはその代理として伊藤内閣審議官様にお越しい

ただいております。 

 次に、国土交通省近畿地方整備局局長、森様にかわりまして、山田様が御就任されてお

ります。きょうは代理といたしまして、髙橋副局長にお越しいただいております。 

 次に国土交通省近畿運輸局局長、土屋様にかわりまして、天谷様が御就任されておられ

ます。 

 次に、独立行政法人都市再生機構理事・西日本支社長、伊藤様にかわりまして、西村様

が御就任されております。 

 次に、一般社団法人関西経済同友会代表幹事、加藤様にかわり、村尾様が御就任されて

おります。 

 また、うめきた２期の中核機能のあり方につきまして、それを検討するために当部会の

ごとにうめきた２期中核機能推進会議というものを、先月19日に設置しております。本

日は推進会議での議論内容について、後ほど御報告をいただきますため、座長の大阪大学

理事・副学長の八木先生にかわりまして、京都大学教授の小寺先生にお越しいただいてお
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ります。 

 その他、本日御出席いただいております皆様の御紹介は、配席図をもってかえさせてい

ただきますのでよろしくお願いします。 

 それでは議事に入らせていただきます。本日の議題は、うめきた２期区域中核機能につ

いてと、うめきた２期区域暫定利用の基本方針についてでございます。そのうち基盤整備

等の進捗状況、エリアマネジメントの取り組みについて、ＭＩＰＩＭ大阪開催決定につい

て御報告いたします。 

 それでは、事務局のほうから御説明させていただきます。 

 

２．議題 

  ・うめきた２期区域 中核機能について 

  ・うめきた２期区域 暫定利用の基本方針について 

３．報告 

  ・基盤整備等の進捗状況について 

  ・エリアマネジメントの取組みについて 

  ・ＭＩＰＩＭ大阪開催決定について 

 

柏木うめきた整備担当部長（大阪市） 

 まず、本日定数10名を上回っている35名の方が傍聴に来られておりますが、全員の傍

聴を認めるということでよろしいでございましょうか。それでは入っていただいてくださ

い。 

 それでは、まず初めにお手元の資料の確認をさせていただきます。 

 

～ 資料確認（省略） ～ 

 

山口理事（大阪市） 

 それでは、うめきた２期区域中核機能について、事務局の方から中間報告をさせていた

だきます。 

  

～ 資料説明（省略） ～ 
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 それでは小寺先生、補足をお願いいたします。 

 

小寺教授（京都大学） 

 それでは少し補足させていただきます。京都大学の小寺でございます。 

 先月、委員会をつくらせていただいて、10月の半ばに委員会を行いまして、大阪大学

の八木先生の下、非常に活発な意見交換をさせていただきました。６ページ目にあります

委員の構成を見ていただいても、大学の人間ばかりだと大学の話になりますけども、研究

機関、それから商工会議所の方々に入っていただいて、１期の中で行われていることも踏

まえて意見交換をさせていただいてます。それで、産学連携長いことやってきているもの

としては、ここをどういうふうな魅力のあるものにしていくかということが非常に重要で

す。産学連携の基礎研究を大学でやってる意味としては、大学の高度な研究施設でキュリ

オシティドリブンであったり、ビジョンドリブンである研究開発されるわけですけども、

こういう大きなフィールドを使わせていただくということは、市民を巻き込んだシティオ

ブサイエンスのような産官学民というかたちでの拠点形成が必要であろうと。また、ここ

でないとできないというようなものをつくり上げることが必要で、ここから関西にある優

秀な大学が、この大阪の拠点を使って、例えば、フィールド実験をするとか、社会実損の

実験をやってみるとか、いろいろ市民を巻き込んだサイエンスとしての方向性を見ていく

ということが必要になると思います。そのためには、いろんなステークホルダーがいるわ

けですけれども、いろんな側面からの人たちが集まってそれを実行できるためには、コー

ディネート機能が非常に重要でして、集まれば勝手にするだろうということではなくて、

その中でベストミックスというか、きちんとした能力を持って意志を貫徹できるような人

たちを集めて実証実験していくことが非常に重要で、そのためのコーディネーターの配置、

それから、それを責任をもってやる組織の存在というのは、非常に重要であろうと思いま

す。今、子供の人たちが社会の職業につくときには、50％以上の職業がなくなっている

と、新しい職種がふえているといわれるくらいですので、やはり、未来を見て、その未来

のために何を考えるかというのは、今の子供たちも入れて考えていかなければいけないの

ではないかと。議論が発散しないように、でも、こじんまりとまとまらないように今、意

見交換をさせていただいているというのが現状でございます。この委員の人たちの意見が

一つのベクトルの方向へ向いているわけではなくて、散漫な方向とか、好きなことを言っ
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ているだけではございますが、今後、いいものになるようにしていきたいと思っています。 

 以上でございます。 

 

柏木うめきた整備担当部長（大阪市） 

 続きまして、資料の説明をさせていただきます。うめきた２期区域暫定利用の基本方針

についてでございます。 

～ 資料説明（省略） ～ 

 

武市部長（西日本旅客鉄道株式会社） 

 それでは最初に、支線地下化事業と新駅事業の全体概要とスケジュールから、ＪＲのほ

うから説明させていただきます。 

  

～ 資料説明（省略） ～ 

  

河合部長（都市再生機構） 

 引き続きまして、都市公園基盤整備及び土地取得の進捗状況につきましては、ＵＲ都市

機構のほうから、御説明差し上げたいと思います。 

  

～ 資料説明（省略） ～ 

 

柏木うめきた整備担当部長（大阪市） 

 続きまして、うめきた先行地区におけますエリアマネジメントの取り組みといたしまし

て、大阪版ＢＩＤ制度の現在の状況と、国家戦略特区を活用しましたエリアマネジメント

活動につきまして御報告いたします。 

 

～ 資料説明（省略） ～ 

 

金田部長（西日本旅客鉄道株式会社） 

 ＪＲ西日本から、大阪駅周辺地域における最適ビジネス環境と改善、シティセールス支

援事業の取り組みにつきまして、御報告させていただきます。 
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～ 資料説明（省略） ～ 

 

柏木うめきた整備担当部長（大阪市） 

 最後に資料７でございます。ＭＩＰＩＭ大阪開催決定について御報告をいたします。 

  

～ 資料説明（省略） ～ 

 

川田都市計画局長（大阪市） 

 ちょっと説明が長くなりまして申しわけございません。これから御意見、御質問を伺っ

てまいりたいと思います。一部、このうめきた２期については、民間のコンペが既にプロ

セスとして始まっておりますので、特定の提案者にとって利害が関係するような御発言に

ついては、御遠慮いただきたいと思います。 

 それでは、議題１の中核機能の関連で、まだ中間報告という段階なんですけれども、御

意見、御質問等ございましたら、よろしくお願いいたします。 

 では、森会長。 

 

森会長（関西経済連合会） 

 関西経済連合会の森でございます。 

 前回のまちづくりの方針の決定に続きまして、中核機能の深堀り検討の状況を御提示い

ただきました。関係する皆様には、本当にここまでうめきた２期の開発の検討を精力的に

進めていただきましたことに、まず御礼を申し上げたいと思います。先ほど、ＵＲさんの

ほうからも御説明がございましたが、ことしの８月に経済３団体からＵＲさんに土地の取

得並びに基盤整備や民間開発事業の適切な誘導について依頼させていただきましたけれど

も、このたび、それらにつきましても決定していただきました。この場をおかりして厚く

お礼申し上げたいと思います。どうもありがとうございました。 

 うめきた２期の開発はですね、数ある開発案件の中でも、最も大きな期待を集めている

案件だというふうに思います。それだけ期待が大きいだけ、その成功に向けた課題もほか

のプロジェクトに比べて多くあるんじゃないかと思います。今回、ＵＲさんに御正式に参

加していただくということで、うめきた２期の成功がぐっと現実的になってきたと思って
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おります。どうそよろしくお願いしたいと思います。 

 私からは、２点提案、お願いをさせていただきたいと思っています。 

 まず一点目は、中核機能における総合コーディネート機関についてでございます。先ほ

ど、事務局の方からも御説明がありましたし小寺先生からも御説明がありましたけれども、

中核機能の力を最大限発揮していくには、総合コーディネーターの機関が必要であるとい

うことは私も全く同感であります。１期のナレッジキャピタルはですね、順調に巣立って

おりますのも、ナレッジキャピタルの企画運営法人でありますＫＭＯ、ここがしっかりと

ですね、かじ取りをしていただいているからうまくいっているのではないかというふうに

思っておりまして、２期も同様にその機能は欠かせないと思っています。ただ、２期の場

合は１期とは違いまして、違った切り口でイノベーションの創出機能を整備しようとして

いる面もあるように思います。その点で、１期のＫＭＯのようにですね、純粋に民間だけ

で２期の総合コーディネート機能を担うのには限界があるのではないかというふうにも思

っています。新産業創出をはじめとしますそういう中核機能に照らして考えてみますと、

総合コーディネート機関におきましては、もちろん、民間の知見を生かすことは重要では

ありますけれども、一方で例えば、連携大学院の設置とか、国の研究機関の誘致というよ

うなもの、問題は出てきますけれども、どうしてもこれはもう官が全面に立っておいても

らう必要があると思います。したがいまして、２期につきましては、官民が一体となって

中核機能を整備する方向でぜひ御検討いただきたいと思います。 

 ことしの秋に、先ほど御説明がありましたように、グランフロント大阪でＭＩＰＩＭの

開催が予定されております。我々としても２期開発のプロモーション活動、民間事業者の

支援など、中核機能の整備にできる限りの協力をしてまいりたいと思っております。 

 ２点目は、国際集客・交流機能についてですけども、関西の結節地点となりますうめき

たに国際集客・交流機能をもたせるということは、大いに賛成ではありますけれども、そ

の役割や人についてですね、今のうちから大きな方向性を決めておくべきではないかなと

思っております、といいますのも、大阪だけを見ましても、既に、ある程度の施設が整備

をされておりますし、関西一円で見れば、なおさら、かなり整備されているということが

言えると思います。こうした既存のストックとうめきたの施設をうまく組み合わせた大阪、

さらに関西全体としての最適化が図れるというふうに思いますので、そういう視点で施設

等の方向性というのを今から示しておく必要があるのではないかなと。無駄が生じないと

いう意味でもそのことが必要だろうと思います。 
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 こうした点で、うめきたには、大阪だけではなしに関西の結節地点としてどのような役

割を求めるのか、そのためにはどれくらいの規模でどのような機能を求められているのか

ということを、できるだけ早く明示すべきであるのではないかと思っています。ぜひ御検

討の方よろしくお願いしたいと思います。 

 私からは以上です。どうぞよろしくお願いします。 

 

川田都市計画局長（大阪市） 

 ありがとうございます。中核機能のことについては、経済界の皆さん方に御意見、引き

続きいただきたいと思っておりますけれども、最後に国際集客・交流の規模であるとか、

どういった機能をどういうところに配置していくかについては、私どもともちろん経済界

の皆様方と、どういったフォーメーション、ニーズがあって、それがどの程度大阪、関西

で把握できるか、獲得できるかということですね。公民合わせていろいろ一緒に知恵を出

して検討したいと思っておりますし、この後の中核機能推進会議の中でも御議論いただき

たいと思っておりますので、今しばらくお時間をいただいて、また御報告さしていただけ

ればと思っています。 

 それでは、引き続いて中核機能に関連するんで、大阪商工会議所の児玉さん、一言お願

いします。 

 

児玉常務理事・事務局長（大阪商工会議所） 

 大阪商工会議所の児玉でございます。代理出席の立場ではございますが、コメントをさ

せていただきたいと思います。 

 まず、前回の地域部会でも申し上げましたとおり、うめきた２期区域のまちづくり方針

である「みどり」と「イノベーション」の融合拠点の実現については、みどりを維持管理

するコストを捻出するために、付加価値の高い都市機能を集積させることが課題になろう

かと存じます。この点においては、イノベーション拠点としての役割が非常に重要であり、

１期との連動を十分に考慮しつつ、世界から人材技術をひきつける付加価値の高い中核機

能を設定し、多様な交流の中から、新たな価値を創造できる拠点にしていくとの中核機能

の方向性についての御説明には、大商としても、おおむね賛同するところでございます。 

 とりわけ、新産業創出にかんしては、大商では、大阪、関西のみならず、全国を対象と

したライフサイエンス分野・振興事業に取り組んでおり、産官学、産産連携を通じた医薬
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品医療機器の開発事業化促進プラットホームである創薬シーズ基盤技術アライアンスネッ

トワークや、次世代医療システム産業化フォーラムを10年以上にわたり運営しておりま

すが、この経験から申し上げると、長期に取り組んでようやく関係機関との強固なネット

ワークや信頼関係が構築され、研究開発の川上から川下までの支援体制が充実し、全国に

しても、優位な成果が生まれてきているものと実感しております。ついては、まちづくり

の準備段階からイノベーション創出のための総合コーディネート機関を含めた機能整備に

ついて、官民で整備を進めることは重要であり、私どもの経験を御活用いただけるのであ

れば協力させていただきたいと考えています。なお、対象とするテーマは、変化の早い現

代においては、時代の流れとともに柔軟に対応すべきと理解する一方、特定分野における

バリューチェーンのコーディネートや事業化支援機能構築に、相当に時間がかかることを

踏まえると、現在、大阪、関西が強み運営する分野から取り組み始め、時代の要請に応じ

順次他の分野についても対応していくことが現実的かと考えます。その点、大阪、関西は、

国家戦略特区に指定され、ライフサイエンス分野における国際イノベーション拠点形成を

目指していることや、大阪のみならず、京都、兵庫において、ライフサイエンス分野にお

ける大学研究機関、企業の集積支援体制が充実していることを考慮すると、まずは、ライ

フサイエンス分野から取り組むことも一案かと存じます。 

 また、新産業創出以外の中核機能については、今後、より検討がなされるものと存じま

すが、新産業創出と別物として扱うのではなく、関係性を持った視点で検討することも、

機能と効果の最大化を図る上で重要かと考えます。 

 最後に、新産業創出をはじめ中核機能実現のために、海外の事例を見ても官民挙げての

取り組みが非常に重要であります。ついては、中核機能実現において、うめきた２期のま

ち開きの前後にかかわらず、継続した官民連携による取り組みを行うことをお願い申し上

げて、私のコメントとさしていただきます。 

 ありがとうございました。 

 

川田都市計画局長（大阪市） 

 ありがとうございます。小寺先生からもお話があったんですけども、どういった分野で

やっていくかということですね。非常に優位性を持っているライフサイエンスっていうの

も、関係性を持って考えていくと。いろいろ御指摘あったので、中核機能推進会議の中で

もう少し議論させていただきたいと思っております。 
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 それでは、関西経済同友会の代表幹事であります、村尾さんからお願いします。 

 

村尾代表幹事（関西経済同友会） 

 今日までまとめあげられてこられた基本的なスキームというのは、実はこの方向だと思

っているんですが、一点だけ気になっていて言わせていただきますと、19ページに１期

のナレッジキャピタルでは、ＩＴ分野等に代表される短期間の事業化が目的が進んでいた

と。２期では、大学や研究開発拠点の技術シーズを活用する仕組み、こういったものを少

し強化していこうというのが打ち出されているんですけれども、まさにそのとおりだと思

います。 

 今、国際競争力のあるものづくり、あるいはビジネスづくりという面で、27ページ以

下に書いてあるテーマの考え方で二つの分野が示されているんですが、この中で今、国際

ビジネスを考える上で欠かせざる技術シーズの問題として、ＡＩ、人工知能の問題があり

ます。多分入っているとは思うんですけれども、これは非常に関西を強化する上での必須

の技術シーズであり、なおかつ、こういったものを早くインパクトビジネス化しないと、

関西としての強みも失われると思いますから、すぐれた研究機関、大学があるわけですか

ら、人工知能というものが環境エネルギー、ライフサイエンス分野に限らず、関西活性化

の一つの大きな技術シーズとして、必ずほうり込んでいただきたいということを申し上げ

て、私の方からの発言とさせていただきます。 

 ありがとうございました。 

 

川田都市計画局長（大阪市） 

 ありがとうございます。推進会議を出ても、こういう分野というものと横串で技術的な

シーズというものをどう組み合わせて、どんなことができるのかというのを、少しアイデ

アフラッシュもしながら、インダストリー4.0と、ＩｏＴ、非常に大事になってきている

という認識で議論させていただいておりますので、貴重な意見を踏まえて検討したいと思

っております。 

 

村尾代表幹事（関西経済同友会） 

 私どもも、今そういうＡＩの委員会を立ち上げて調査研究活動を進めてますので、また

そういう成果も提言としてお出ししたいと思っていますのでよろしくお願いいたします。 
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川田都市計画局長（大阪市） 

 官民連携とか、国の機関の誘致とかおっしゃっていたので、済みません、伊藤審議官に

一言コメントいただくとありがたいんですが。 

 

伊藤内閣審議官（内閣官房） 

 本日は制度の枠組みについて、次の段階に進んでいただいたということで、用地の取得

の問題、それから公園の話も関係者の方々の多大な御努力で、かなり思い切ったことを予

算措置も含めてお考えいただいたということを、深く感謝申し上げたいというふうに思い

ます。 

 その上でですね、今の中核機能の話で少し気になることを申し上げたいと思います。テ

ーマとして今、御提示いただいたような健康とか環境エネルギーとかいう話があるのでご

ざいますが、このものについては、そもそもスケジュール的に言うと、まち開きがおおむ

ね10年くらい先、10年以上先ということになると思いますが、そのときに今の日本、あ

るいはこの関西大阪がどういう状況か。オリンピック、パラリンピックをへた後、急速に

人口減少になる時期において。どちらにしても健康とかあるいは環境とか、今のテーマ非

常に大事なテーマではあると思うんですけども、そういうスケジュールがそのときがどう

いうことになっているのかということは、少し考えた上でさらにそこを進めていただける

とありがたいというのが一点と、それからその際、先ほどから世界中のという言葉がある

んですけれども、世界全体なのか、急速に日本と同様に高齢化し、これは高度成長も同時

に起きているところもあるんですが、そういうアジアを念頭に置くのか、どこを念頭に置

きながらターゲットを考えていくのかなっていうのも合わせてお考えいただくとありがた

いなと思います。 

 それからもう一つ、連携についても大変産学ですばらしい会議をもう立ち上げていただ

いて御議論いただいてることは大変ありがたいことだというふうに思うんですが、多分、

関西の強みは、非常に狭いエリアにいろんな多様な機能が、神戸にもあり京都にもありと

いう格好でたくさんの機能が集積していて、そのハブになるところにここがあるというの

が非常に大きいんだろうと思います。なかなか難しい点はあろうかと思いますが、ぜひ関

西全体の中での連携も合わせてお考えいただくと、今後さらにこの地域のよさ、立地のよ

さというのが生かせるのではないかなというふうに思います。その上で国家戦略特区を初
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めとして国としてもできるだけ応援を、非常に大事なエリアということで、もともと都市

再生としても国家戦略特区としても位置づけているところでございますので、積極的に応

援をさせていただきたいと、このようにお申し上げございます。 

 以上でございます。 

 

川田都市計画局長（大阪市） 

 ありがとうございます。 

 そうしましたら、橋爪先生いかがでしょうか。 

 

橋爪教授（大阪府立大学・大阪市立大学） 

 橋爪でございます。中核機能という概念に関しまして、ハードだけではなくてソフトが

非常に重要であると。我々は、しばしば４ページのところに概論というのがございますが、

しばしばここに立ち戻らなければいけない。関西の強みを生かした先端産業の活性化とい

うものを世界レベルで見るとか、関西は一つのクラスターであるというようなことが示さ

れております。あとうめきたの土地の立地のアドバンテージを生かすということも書かれ

ております。ですので、統合、コーディネーター機関というのを大阪だけではなくて、広

く関西の中で、あるいは日本全体を引っ張るような、そういうハード及びソフトで相互の

機能を考えるような、そういう機関として検討いただければと思います。 

 ２点目としまして、先ほど国際集客交流機能の話もありましたが、ここに関しても世界

の中の、あるいはアジアの中の都市間競争において大阪が地位を持ち続けるという面から、

現状がどうかということも必要ですが、８年先どのようにあるべきかということを考えた

上で国際集客交流に関しましてもハード及びソフトを考えていくということを強く申し上

げたいと思います。 

 以上です。 

 

川田都市計画局長（大阪市） 

 ありがとうございます。 

 時間もあれなんで、中核機能以外のことも含めてになると思うんですが、ちょっと中核

機能の話、いろいろ御議論いただいたんで、推進会議の小寺先生のほうから一言いただい

た上で市長のほうにコメントいただきたいなと思います。 



－11－ 

 

小寺教授（京都大学） 

 どうもありがとうございます。いろいろ御意見いただきまして、また次回検討するとき

に考慮させていただきたいと思いますけど、幾つか御意見いただいてる、まず一つは、Ａ

Ｉとかビッグデータというのは、当然この資料の29とか30の中にあるそれぞれの部品の

中で出てくるものでして、それぞれをバランスとるためにも人工知能とか地域プランニン

グというのはもう、一つのツールとして立派な経済活動にもなってますし、研究活動にも

なってます。それで、研究現場も関西の研究現場、非常に活発でして、新しいものを取り

入れる優秀な研究室たくさんおられます。その人たちが10年、20年後の世の中で必要と

なる基礎研究というか部品から、関西の特徴だと思いますけど、いかにそれをアプリケー

ションにして外へ出していくか、産学連携を含めたアウトプットというか、アウトカムを

どうやって出していくかというとこも含めて若い人から我々、ある程度シニアの者まで一

生懸命やってますので、案外ロングレンジで物を考えてる。それから、自分の技術の中へ

閉じこもってるという研究者もいますけども、それよりもインタラクションを求めて交流

をしているという研究者多いですから、ぜひ関西の特徴を生かして議論を進めればと思い

ます。 

 それから、海外とのインタラクションに関しては、やはり日本は科学技術とか経済では

最先端いってるほうですけども、そういう意味では国際的なヨーロッパ、アメリカとの先

進諸国との連携、交流というものを見ながら発展途上にあるとこ、それから、今から発展

してくるところも含めていかに巻き込んでいくか、その巻き込んでいく中核としてこの関

西が魅力的になるためには何があればいいのかということが非常に重要なファクターです

ので、そこの部品というものをきちんと出して、10年後には中核になれるようにという

ことを考えていく必要があると思います。 

 また、コーディネートする機関に関してはどういう基本構造が必要なのか、どういうこ

とがあれば我々は非常にやりやすいのか、これからも含めて、今までの壁を取り払って前

へ進むことができるように議論していきたいと思います。 

 今もう大学は非常に人事異動が激しいというか、異動が激しくて活発化してますので、

その流動化の中でいかにベストミックスにしていくかということを中心に議論をさせてい

ただきたいと思いますので、ぜひ今後ともよろしくお願いしたいと思います。 

 どうもありがとうございます。 
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川田都市計画局長（大阪市） 

 ありがとうございます。 

 そうしたら、すみません、じゃ知事のほう。 

 

松井大阪府知事 

 まず、今伊藤さんからの話ありました。このオープン10年先を見越した中で何が必要

かというとこなんですけど、僕一番思ってるのは、官の役割として世界中から人材を集め

てくるときに、その世界の人材、皆さんが十分活躍できる体制を整えるということをやら

なければならない。そのためには、やっぱり日本の場合は、日本の中の規制によって優秀

な人材が自由に活動できないという、その分野があります。国家戦略特区もスタートいた

しましてもう３年なんですけど、３年でやっと今回民泊が認められたというような、そう

いうスピード感で国の規制緩和というのが、これちょっと非常に時間がかかり過ぎてると。

それだけでもすごい時間かかりますんで、この10年の間に、このオープンまでにここで

必要な人材と、ここで何をするか、そのことに対して国と我々、地方自治体が規制緩和を

含めて、まさにもう日本の中でも超自由に活動できやすいような特区制度というものをつ

くり上げていかないと、エリアだけつくって人材が活動できないというのは、これは非常

にマイナスが大きいと、こう思ってますので、できましたら、どういう活動していく、ど

ういう規制に対してはこの緩和を求めていくかという具体なところをぜひおまとめいただ

いて、我々を動かしていただきたい、こう思ってます。 

 

川田都市計画局長（大阪市） 

 ありがとうございました。 

 じゃ、市長すみません、お願いします。 

 

橋下大阪市長 

 皆さん、いろいろありがとうございました。 

 僕は12月18日で任期満了でして、市長を退任します。次期市長に次を引き継ぎますの

で、少しは皆さんに対してお礼を述べさせてもらいたい、その時間を頂戴したいのと、次

期市長に引き継ぐに当たっての若干の思いを述べさせていただきたい思っております。 
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 まず、このうめきたについては、僕が市長に就任したときには全く計画ゼロでした。何

をするのか全く決まっていない状況の中で、「みどり」を軸とした世界に通用するまちづ

くりをということを僕と知事が、それだけの抽象的なフレーズでばくっとした方針を掲げ

た中で、きょうお集まりいただいた皆さんに多大なるお力添えをいただきまして、ここま

で具体的なまちづくりの方針を示すことができました。本当にありがたく思っております。 

 この計画についても二転三転、紆余曲折いろいろありましたけれども、関係者が本当に

力をあわせてこの４年でここまで具体化できるんだなと、みんなが力を合わせたらこうな

るんだなということをつくづく思いました。このうめきたについては、僕は東京一極集中

の是正、そのためには、まずは東京に並ぶ二極目、二つ目のエンジンとして大阪をと。そ

してこのうめきたというものがその重要なツールになる、国際的な拠点になるものだとい

うような意識を、これ本当に日本を再生させる重要なプロジェクトだと感じております。

これ、皆様同じだと思っています。関西国際空港とのアクセスというところも一つ重要な

ポイントとして位置づけられまして、このうめきたプロジェクトの成否は、僕は大げさで

はなく、日本の浮沈に本当に直接影響するんではないかという、それぐらいの思いを持っ

ております。土地取得においては、ＪＲＴＴの皆さん、それからＵＲの皆さん、そして国

の調整に入っていただいて本当にありがたく思っていますし、みどりのまちづくりという

点においては、安藤先生や小林教授にお世話になりました。ＢＩＤという制度についても

小林教授のお世話になりました。そして、地下化については、これはもうＪＲさんに、そ

して公園については、これは府と市で予算の調整をやって、今までではあり得なかった府

と市の予算の出し方で調整もつけたと、その他経済界の皆さんにもさまざまな御提言をい

ただいて、今回森会長のほうから中核機能についてもう少し深堀りすべきではないかとい

う提言もいただいてここまでの話に至りました。 

 これ、言えば簡単なんですけど、僕が市長をやってここに至るまで山ほど課題にぶつか

りまして、壁にぶつかりまして、ＢＩＤの制度もそうですし、府と市の予算の措置もそう

ですし、そのほかの問題についてもさまざまな課題にぶつかるんですけれども、それでも

行政の調整、大阪、それから国の調整、経済界の皆さんとの調整をしながら、あとはまた

政治的にも、これはやろうと、あとは決めていくこととか、本当にいろんな課題にぶつか

ってくるんですけども、皆さんと力あわせて、これは進めていこうということで前に進め

ていけばこういうふうになるし、ただこれが、そこを課題にぶつかったときに、これ無理

だからもうしょうがないよねというふうになれば、とまってしまうしということを痛感し
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ました。ぜひ、この国家的プロジェクトを成功する、成功させるためにもこれからもさま

ざまな課題にぶつかると思うんですけれども、そこは諦めずにやろうと、何とかやろうと

いうことで力をあわせて前に進めていただきたいなと思っております。この会議体の力と

いうものを物すごい力を僕は感じておりますので、まち開きは相当先になりますけども、

次期市長、次期知事のもとでさらにこのうめきたのプロジェクトを進めていただきたいと

思います。その中で少し感じているところ二、三述べさせていただきます。 

 まず僕は、国の機関の移転が是が非でも必要だというふうに思ってまして、これは地方

創生の一つの柱にもなっておりますので、政府におかれましては、国の機関のその移転と

いうことについて、さまざまコーディネート機能ということも経済界のほうからも言われ

ていますので、それにふさわしい国の機関の移転ということをぜひ考えていただきたいな

と思っております。 

 それから、もう一つ、いろいろイノベーションということに当たって、いろんな人の、

もっと若いといっても僕もそんな若くはないんですけど、もうちょっと年の若い人たちの

話も聞いてみると、結局その人たちがどういう場所に魅力を感じて集まってくるのかとい

う、そのリサーチが非常に必要なのではないのかなと思ってます。これは後の中核機能の

部分にもかかわってくるんですが、ここはもう行政があんまり得意でないところでもあり

ますので、関西財界セミナーという非常にそのツールとして活用できるツアーがあります

ので、そういうところも活用しながらイノベーションを起こす人たちはどういうまちに一

体魅力を持ってるのかというところを徹底してリサーチをしていただければと思ってます。

意外なところに、そんなところに集まってくるのかというようなことも話をしている中で、

びっくりするようなこともありましたので、徹底したそのリサーチというものをお願いし

たいと思っております。僕のほうは、役所のほうとしては、大阪市として大阪イノベーシ

ョンハブというものを設けて、人と情報と金が集まる環境をつくろうということで担当局

に頑張ってもらい、大阪イノベーションハブは立ち上がり、そしてお金のことについては

グローバルイノベーションファンドが立ち上がり、これも経済界の皆さんに御協力をいた

だいて５０億円規模のファンドになってます。それをさらに推進していくのが２期のまち

づくりだと思っていますので、どういうところに人が集まるのかのリサーチとともに人、

金、情報、これをどんどん集めていただきたいと思っております。 

 一つ、ちょっとこれは僕の思いで、皆さんのこれからの議論をお願いしたいなと思って

いるところは、この分野をやっぱり定めなきゃいけないのかというところが非常にあって、
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ライフサイエンスとかエネルギー、バイオとかそういうところがこれから有効であるとい

うことはわかるんですけれども、何かそこの分野というものを明確化しなきゃいけないの

かどうなのかというのは、ずっとこのイノベーションのところで知事、市長で携わってき

たときにもやもやとしたところが、どうもすっきりしないところがどうしてもあります。 

 先ほど伊藤さんから言われたように、10年後どうなんだというところで、そこをもし

僕らが想像できるということは、もうそれは既にイノベーションじゃないのかなという思

いがありまして、イノベーションというのは、やっぱり想像できない、えっというような

化学反応でぱっと沸き起こるのがイノベーションなのかなというのを思うと、その分野を、

ある程度は絞っていかなきゃいけないんでしょうけども、絞り込むほどイノベーションと

いうものにふさわしいのかという思いがありますので、人、金、情報が集まり、いろんな

研究機関だ、何だが集まりながら、そこで何かぽんっとお金出すものがイノベーションと

いうことであれば、どう対処分野を決めていくのかというところは、また皆さんに御議論

をいただきたいなと思っております。 

 僕から感じたところはそういうところでありまして、これから中核機能のところが深堀

りが本当に大切だと思いますので、小寺教授初め中核機能の推進会議の皆さんにこれから

御尽力いただきまして、なんとかうめきたのプロジェクトを成功させてもらって日本再生

のそのエンジンにしていただきたいと思います。 

 本当にありがとうございました。 

 

川田都市計画局長（大阪市） 

 ありがとうございます。 

 市長のお話が出たんで、まだ時間があるんですけれども、もう少し議論させてもらって

よろしいですか。 

 中核機能に限らず、基盤整備、先ほど市長からもお話ありましたようにＪＲＴＴさん、

ＪＲさん、非常に御尽力いただいて、ここまで基盤整備ができる方向がつけられましたん

で、そういうまちづくりのこれからの進め方も含めて御意見を頂戴したいと思います。 

 

橋下大阪市長 

 今の時点で、行政的にちょっとここは課題になりそうだと、もう予測ついてるところは

あるんですか。 
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川田都市計画局長（大阪市） 

 特にないです。 

 

橋下大阪市長 

 今のところもう大体クリアしましたか。 

 

川田都市計画局長（大阪市） 

 予算と事業自体が決まりました。特別にはないです。 

 

橋下大阪市長 

 あとはもう、こういう計画を推進していくということですね。 

 

川田都市計画局長（大阪市） 

 そうです。コンペの要綱づくりに向けて、我々の求めていく機能の部分というのが多分

議論の中心になりますので。 

 

橋下大阪市長 

 じゃ、一番課題はもう、とりあえずは行政的にはクリアしたと。 

 

川田都市計画局長（大阪市） 

 はい。すみません、安藤先生からちょっとコメントいただきましたらありがたいんです

が、いかがですか。 

 

安藤教授（東京大学） 

 うめきた１期について言いますと、私ら大体東京へ時々行くんですけれども、東京の大

手町の開発と全く違うと。個性的でいいなと私は思っております。といいますのは、まず

友人の神戸大学の先生が言うのが、いわゆる大手町を見ると同じようなビルが容積いっぱ

いになってるのが並んでいると、全く個性がないと。一つは人間が、個性のある人間が集

まって一つの、10人ぐらいの会社、100人ぐらいの会社つくって行くわけでしょうけども、
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日本の1970年代以降は、できるだけ個性を殺して会社をつくってきたのでおもしろくな

いとよく言われてますけれども、特に大手町の開発もう容積いっぱいで同じ箱が同じよう

に並んでいるだけで、外国人もそうなんですけど、来て、何で安藤さん、周り同じような

ものばっかり建てよるのと。でも考えてみたら、機能と経済だけでつくっていくとああい

うふうになるんですね。東京駅ちょっと別ですけれども。それから考えてみますと、この

うめきたは、てんでばらばらなところもあるけれども、一つずつが自分の意志を持ってつ

くり上げられていくのと、大阪駅もそうなんですが、それについて大阪人がもうちょっと

自分たちが持ってるところ、自分たちが住んでる町を意識したほうがええんじゃないかな

と思うのは、あの駅は多分、世界で一番大きい駅なんではないかと思うんですね。だから

活力もあるし、東京の人たちが来て何回か案内したことがあるんですが、大阪駅を案内し

てうめきた案内すると、こんなになってるの、大阪はと言うてびっくりします。それはや

っぱり大きさもびっくりするけども、非常に中階に大きな広場もあります。ああいうもの

も含めて非常に私は世界中であれだけの個性のある駅と周辺があるのは珍しいと思います。 

 そして、今、ナレッジキャピタルも含めてそうなんですけれども、結構うまく使われて

いるのにもびっくりしますけども、先ほど森会長が言われましたように、官民とコーディ

ネートをされていかないかんと。今、市長が言われましたように、今から多分我々は生き

て、ここにおられる人たちはほとんど生きていないのではないという、10年後ですよ。

市長は生きてますけどね。それで、そういうことを考えると、今先ほど市長が言われまし

たように、若い人の意見、今ここにおられる、いわゆるトップの方々の意見も大事ですが、

若い人の意見、10年後どうなんのということを考えてみますと、多分この建物も大事は

大事だろうと思うんです。イノベーションを起こしていくのは人間ですから、いわゆる、

やっぱり日本は言ってもヨーロッパから遠いですから、アジアの中心として若者をどうい

うふうに育てていくのかという、受け入れていくのと育てていくのが大事だと私は思うん

です。そのために、もっともっと、今、日本は一応アジアの中心だと言っていますけれど

も、その中心が、例えば韓国、中国、台湾、インドネシア、シンガポール、あらゆる国の

人たちを呼び込んで勉強できる、奨学金の制度があるとか。 

 研究者の話になりますが、研究者が京都大学やら来てもですね、２カ月いるってなると、

泊まるとこないんですよね。ホテルでは恐らく、いわゆる経済的には成り立たない。そう

いうような受け入れるというのは、一つは人間を受け入れるためにはやっぱり施設も要り

ます。奨学金等のお金も要ります。そういう、１回ここで育ててもらって向こうへ帰ると、
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大阪ってええとこ、いいとこやなと思います。私、大阪府がやっておられます国際交流財

団というのもやっているんですけども、アジアから毎年、大体20人ぐらい呼んでいます。

例えば、先週も来てました。１回来たら大体15人から20人ぐらい来るんですけれども、

韓国、中国、台湾、ベトナム、いろんな人たちが来ています。２カ月、大体ここで滞在し

て、例えば、積水ハウスとかへ１カ月そこへお世話になって勉強します。１カ月いろいろ

見学をして帰って行くんですけれども、そしたら、アジアの人たちがいわゆる大阪府財団

による基金で集まった人たちのチームをベトナムとかみんなで勝手に向こうがつくってい

ます。いわゆる、よくベトナムとか台湾とかあちこち講演会行ったらそういう人たちがわ

ーっと集まってきてやってくれるので、箱も大事やけれどもそっちも大事なんではないか

なと思います。それは、ちょうど10万円ずつ払ってくれる企業が20年前からスタートし

てるんですけれども、初め90社いました。がんがん出てきて今50社、45社ぐらいになっ

てるんですけど、またちょっと頑張って60社に戻したりしながらやってるんですけれど

も、そういうような民間がやっぱり官民ですから、民間もやっぱり、要するに大阪をサポ

ートするという意欲を持ってもらわないかんと私は思うんです。同時に、官民ですから、

官民、市民の意識はやっぱり私は大阪に住んでるよという、そのプライドを持てる、誇り

も持てるような町をつくらないかんと思うんですが、それは昭和の初めにできた御堂筋で

あったり、公会堂であったりするのは、公会堂は寄付で、図書館も寄付ですけども、中之

島の、今の御堂筋もそうなんですが、そういうものがあって、私は大阪に誇りを持ってい

ます。その誇りある大阪をもう一発レベルの高いものが今のうめきた１期だと思いますし、

今度は２期ですよね。自分たちの生まれ育ったところが誇りを持てない人たちがここに残

るわけではありませんので、そういう何か、こういう形じゃなしに、それをサポートする

システムも何かいるんじゃないかなと。それはやはり何て言いましても、官民と同時に市

民の、自分たちのまちのためにというようなことも考えていただいたらありがたいのでは

ないかと思っています。 

 

川田都市計画局長（大阪市） 

 ありがとうございます。 

 では、小林先生、お願いします。 

 

小林教授（横浜国立大学） 
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 私からちょっと視点の違うお話させていただきます。 

 きょう、さきほど新しい産業、市の議論がありまして、そこで世界のクラスターの御紹

介がございました。さまざまなクラスターで世界的な活動をそこで展開していくと。恐ら

くこのクラスターの中には、何らかの形でＭＩＣＥ機能が備わっているのであるというよ

うに思います。ＭＩＣＥ機能、御存じのように、産業創出とか交流とか事業マッチング等

を行う空間施設であります。ただ、一般的にＭＩＣＥというと、先ほどほかにいろいろ施

設があるからそれとの競合はどうかというな議論にすぐになるんですが、私は日本の中で

そういう施設とは競合しないような新しい会社がＭＩＣＥでできるのはうめきたではない

かと。それどういうことかというと、最近実は東京で前の初代の観光庁長官の本保さんを

委員長に据えて、しかも私は近く委員会を立ち上げようとしているんですが、それは本保

さんに言わせると、都心型エリアＭＩＣＥ、施設にＭＩＣＥ機能を押し込むのではなくて、

エリアのさまざまな空間を活用し、そのエリア全体でＭＩＣＥ機能を担う、そういうエリ

アにしたい。特には東京を舞台に少し議論をしたいんですけど、いろいろ具体的な東京の

エリアで考えてみても、例えば丸の内でやると、仲通りという道路空間とか行幸通りの空

間をどう規制緩和してやるかという議論になるかもしれない。しかし、うめきたでもしや

るとすると、真ん中にある大きな緑地と、それから恐らくこれからつくられる新しい空間

を活用してＭＩＣＥ機能を担う。世界から集まってくる企業、研究者がさまざまな会議を

行い、さまざまな出会いを行う。そういう空間をつくれる、そういう場になるはずですね。

ですから、日本って徹底的に都心型エリアＭＩＣＥというのをうめきたでつくるんだとい

うことを具体的に提唱して、これからの２期開発の中でこの準備をしていくというような

ことを考えられたらどうか、そのことがこれから用意される新しい機能、あるいは10年

後、20年後をさまざまな形で新しい機能に移り変わっても、そうすると10年、20年を考

えた魅力的な空間というのが、恐らく東京の大都会、日本の大都市の都心ではほかにはで

きないんじゃないかなと思います。大阪はこれをつくったという意味を十分に活用するた

めには、都心型エリアＭＩＣＥというのをうめきたでつくるんだと。 

 なぜ本保さんが都心型エリアＭＩＣＥというふうに言い出したかということですが、私

がちょっとかかわってきたんですけど、日本でオープンにＭＩＣＥ機能を展開できるのは、

治安がいい、問題が少ない、世界の大都市の都心部でそれを胸張って言える、そういう都

市が恐らくほかにはないんではないかと。日本であれば、東京であれば、大阪であれば、

大阪であれば、東京であるよ、そういうオープンなＭＩＣＥ機能を都心部で担う。それを
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ぜひ展開したらどうかということを、まちづくりのお話をさしていただきました。 

 ありがとうございます。 

 

川田都市計画局長（大阪市） 

 ありがとうございます。 

 ちょっと私ども発想してなかった視点ですので、ちょっと勉強させていただいて、また

意見交換させていただければと思います。 

 それでは、近畿運輸局長の天谷さん、お願いします。 

 

天谷局長（国土交通省近畿運輸局） 

 きょう初めて参加させていただきまして、ありがとうございます。 

 国際的なイノベーション拠点をつくっていくということで、これは関西全体の国際競争

力の強化でも役立つと思うんですけども、その中でうめきたという立地の特徴ですね、す

なわち交通の結節点であり、そして都市の表玄関、都市のど真ん中ですね。ここにあると

いう、そういう機能をどう生かしていくかと、あるいはそのアドバンテージをどう活用し

ていくかというようなこと、これから多分国際交流とかそういうとこで御議論されていく

んだと思いますけども、そういう視点がとにかく大事になるのかなと。 

 すなわち、ターミナル地での利便性の強化であるとか、あるいは都市の見ばえとどうい

うふうに一体化していくのかと、あれだけの町のど真ん中の表玄関であるからこそ発揮で

きる機能というようなものをどのようにこのイノベーションのそういう中と一体化してい

くかというようなことをこれから議論していっていただければありがたいなというふうに

思いました。ちょっと感想を申し上げさせていただきました。 

 どうもありがとうございます。 

 

川田都市計画局長（大阪市） 

 ありがとうございます。 

 では、引き続いて地方整備局の髙橋副局長お願いします。 

 

髙橋副局長（国土交通省近畿地方整備局） 

 ちょっと代理出席で初めてこちらのほう出席させていただきました。 
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 中核機能のほうはうめきたの整備方針にもふさわしいものではないかというふうに、こ

れ進めていく上で大変有効な提案であるというふうに考えております。 

 また、この整備方針の中で一つの課題であります交通問題、交通機能の連携、特に駅前

の電車、バス、自動車交通、歩行者空間の連携というものについては、今後検討は進めら

れていくと思いますが、この整備方針に従った検討をお願いしたいと思います。 

 また、基盤整備につきましては、ＪＲの地下化事業、また区画整理事業につきましても

国土交通省といたしましても人の予算の確保ということに努めて、引き続き支援をしてま

いりたいと思いますので、よろしくお願いします。 

 以上です。 

 

川田都市計画局長（大阪市） 

 ありがとうございます。 

 ぜひ、予算の確保をよろしくお願いしたいと思います。 

 それでは、ＪＲ西日本の真鍋社長、お願いします。 

 

真鍋代表取締役社長（西日本旅客鉄道株式会社） 

 ＪＲでございます。本日、皆さん方のお話に出てまいりましたように、ここまでよく進

んできたなということでございまして、私どもが担当いたします鉄道の地下化の部分につ

きましても、先ほど御説明しましたように、皆さん方の御努力と調整をいただきまして年

内契約が来年度に向けてのものも含めて進められるような段階までまいりました。本当に

ありがとうございました。 

 暫定利用の関係だけちょっとお話させていただきますと、地下の駅ということでござい

ますけれど、駅ができましたときの駅前のオープンスペースを有効活用するという、これ

も非常に大事なことになってくるとは思います。特に先ほど安藤先生のお話ありましたよ

うに、大阪駅、今度は地下も含めて一体となった大阪駅になるわけですけれども、その存

在感があり、かつ集まる皆さんに有効に使っていただけるような、そういうスペースをつ

くっていかなきゃいけないと思いますので、その辺の議論を引き続きよろしくお願いした

いなと思います。 

 以上です。 
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川田都市計画局長（大阪市） 

 ありがとうございます。 

 それでは、日本郵政の井上さんお願いいたします。 

 

井上執行役（日本郵政株式会社） 

 代理でございます。 

 今回は駅のつくり方とかいろいろ具体的にお話しいただきまして、大変ありがとうござ

いました。 

 私もちょっと暫定活用の話なんですけれども、私どもちょっと残念ながらまだ開発がで

きておりませんで、旧中央郵便局の後がイベント広場ということでやっております。規模

も小さいのでそれなりの規模でやっておりますので、ほとんど憩いの場というようなこと

で使っていただいているというのが実態でございます。それで本当に、こんなに長くする

つもりはなかったんですけども、このぐらいの期間だったら考えておきゃよかったなと思

うのは、今回周辺エリアの活性化に資するということで、これがその、ここで何かをやる

から周辺エリアを活性化するという考え方と、ということは周辺エリアが何か変わるため

にこの場所を使わせてあげるとか、そういうことも自分たち考えておいたらよかったのか

なと思って今、反省をしております。例えば、公共施設とかで更新を必要としているもの

とか、そういったものがあるのであれば、そういったことをあいている間に何かやるとか、

そういうのも一つは周辺エリアの活性化なのかなというふうに思います。 

 また、いろんな形でミニ開発されようとしている周辺の方たちが代替といいますか、暫

定化、この場所を必要とされているようなところも、まわりの周辺エリアの活性化とかが

あるのかなという感じはしております。そういう意味で周辺エリアの活性化ということに

ついて幅広くお考えいただけるとありがたいのかなと、こういうふうに考えております。 

 以上です。 

 

川田都市計画局長（大阪市） 

 ありがとうございます。 

 では、阪急電鉄の角会長、お願いします。 

 

角代表取締役会長（阪急電鉄株式会社） 
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 基本的には、森会長初め経済３団体の皆様の御発言と全く同意見でございます。 

 個人的にここまでのお話をお聞きしまして、私は小林先生の都心型エリアＭＩＣＥとい

うことについては全面的に賛成の意を表します。 

 もともと個人的に私は関西全体がＩＲ統合型リゾートとだということをずっと主張して

おりまして、きょうの資料にもありましたように、ちょうどそのシリコンバレーと、京阪

神が4,800平方キロメートルで同一規模であるということは初めてしりましたけれども、

やはりその京阪神が力をあわせて都心型エリアＭＩＣＥをこれから進めていって、その情

報発信基地としてうめきたがあるという位置づけは非常にわかりやすい議論ではないかな

というふうに思います。 

 それと、伊藤審議官のほうからのまち開きが10年先という話がありましたけれども、

やはり一方で、市長のほうから国の機関をこちらへ持ってくるべきだという話もありまし

て、国・府・市の力によりましてＰＭＤＡ、あるいはＡＭＥＤもグランフロント大阪に誘

致をしていただいたわけですが、これをさらにその内容を充実して、ある分野においては

きちっと関西で創薬の審査ができるとか、医療機器の審査ができるような体制にぜひとも

この10年間の中に持っていっていただいて、この10年間は非常に重要なウォーミングア

ップ期間であって、10年後にまち開きと同時にスタートダッシュをするというふうな気

概で取り組むことが必要ではないかというふうに考えます。 

 以上です。 

 

川田都市計画局長（大阪市） 

 ありがとうございます。 

 それでは、阪神電鉄の藤原社長、お願いします。 

 

藤原代表取締役社長（阪神電気鉄道株式会社） 

 阪神の藤原でございます。 

 我々、西梅田でエリアマネジメントをやってきて、その後でこういうふうなＢＩＤの議

論を含めて非常に具体的な形になってきた。このせっかく、これまち開きまで10年ござ

います。その間にもっと雰囲気を盛り上げるための大阪、これを継続的に進めていく必要

があるんではないかと。じゃ、どういうふうなことでみんなの雰囲気づくりをするんだと

いうことだと思いますけども、常に変化をできましたというのはなかなか少のうございま
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すが、一つ思いますのは、我々も阪神百貨店、梅田１丁目１番地地域枠で道路の周辺のお

手伝いもさせていただいております。このような道路を、こういうものの変化が大阪中心

部にこれから何か改革が起こるんだぞというふうな形で引き続き行われて、将来のエリア

マネジメントにつながっていけるんだと、そのように念じるところでございます。これに

ついては、市または先生方のいろんな御意見を、その中で新しいものをぜひつくっていた

だければと、よろしくお願いを申し上げます。 

 

川田都市計画局長（大阪市） 

 ありがとうございます。 

 それでは、三菱地所の岩田常務のほうから、よろしくお願いします。 

 

岩田常務執行役員（三菱地所株式会社） 

 本日は初参加でございます。社長の杉山の代理で参りました。 

 先ほど安藤先生からおっしゃられましたように大手町で同じビル容積いっぱいつくって

る会社でございます。 

 ただ、今度のうめきたはやっぱりそういった東京のまねをする必要は全くないと思って

おりまして、やっぱり大阪が誇れる大阪のほうが昔大大阪とか言われた時代もあるらしい

ですけれども、そのときに匹敵するようなものをめざして、大阪全体で頑張っていく必要

があろうかなと思います。 

 その中で一つお願いしたいこととしては、そこはやはり規制緩和ではないかなと思って

おります。一つ、例えば丸の内のほうでもシャンゼリゼのようにカフェを道端に出してや

ろうと言ったときに、皆さん御存じのとおり、警察があり、消防があり保健局まで出てき

て、いろいろ縦割りでいろんなことを、ある意味ちょっと若干矛盾することもおっしゃら

れることもありまして、つまり、そういういいことをやろうとしてもなかなか縦割りのと

ころでうまく調整できないというところが多々あります。そういった中で、今回こういっ

た思い切ったプロジェクトをやるときには、思い切った規制緩和をぜひお願いしたいなと

思います。 

 以上です。 

 

川田都市計画局長（大阪市） 
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 ありがとうございます。 

 それでは、この間、いろいろ土地取得等に御尽力いただきました鉄道運輸機構の瀬川さ

ん、それからＵＲの都市機構の西村さんと順に御意見をお願いします。 

 

西村理事・西日本支社長（都市再生機構） 

 ＵＲでございます。 

 昨年のこの部会以降ですね、市さんあるいは経済界の皆様方からＵＲしっかり基盤整備

と民間誘導やってほしいという、こんな御要請をいただきました。先ほど来、御説明いた

しましておりますように、土地取得契約、あるいは区画整理の事業認可も近日中でいただ

ける予定でございます。 

 いよいよ私どもとしては、事業のスタートラインに立たせていただいたという、こうい

う思いでございます。１期と比べまして、２期はＪＲさんの大規模な工事が同じエリアで

ありましたり、あるいは、地上、地下いろんな構造物を移転、移設するような、大変大が

かりで複雑な仕事になりますけれども、皆様の御期待にそえるようにしっかりと事業のほ

う進めてまいりたいというふうに思っております。 

 それから、今後民間事業者を誘導するということで、今後は民間事業者から参加、提案

をいただくというフレーズに向かっての検討を進めていくことになるわけですけれども、

きょう御提案があった中核機能のほうを進めていく仕組みの中で、総合コーディネート機

関の設置というのが、これが１期にはない２期ならではの提案ではなかったかというふう

に思います。ぜひ民間事業者さんから提案をいただく段階までにいろいろ具体的に検討が

深まるということをお願いできればというふうに思います。 

 どうぞ、よろしくお願いします。 

 

瀬川顧問（鉄道建設・運輸施設整備支援機構） 

 鉄道運輸機構でございます。 

 本当ここにおられる皆様方の御努力、あるいは関係する機関のお力によりまして、本日

御報告ございますように、対象地の事業も着々と進んでます。その中でおかげさまをもち

まして私たちの所有地につきましても10月30日、ＵＲさんと譲渡契約結ぶことができま

した。本当にこの席をおかりしまして、皆様方に厚く御礼を申し上げる次第でございます。 

 本当にありがとうございました。 



－26－ 

 

川田都市計画局長（大阪市） 

 それでは、最後になるんですけども、市長。 

 

橋下大阪市長 

 ２点、委員にちょっと御質問と言いますか、後学のためというか、小林教授と小寺教授

にちょっと御質問させてもらいたいんですが、１点、エリアＭＩＣＥという考え方なんで

すけど、これはうめきたの空間が具体、どうなるという、こう施設をつくってＭＩＣＥで

はなければ、どういうイメージなのかというのが、ちょっとエリアＭＩＣＥ初めてお聞き

したので、ちょっとその点とですね、あと、小寺教授の先ほどのうめきたのイノベーショ

ンを考えたときに、対象分野の設定の仕方というものは、どういうふうに考えたらいいの

かということをちょっと簡単に教えていただけたらなと思いますけども。 

 

小林教授（横浜国立大学） 

 本保先生と私が言い出したことなので、都心型エリアＭＩＣＥというんですけど、定義

があるわけじゃありません。ただ、私が個人的に考えているのは、今までのＭＩＣＥとい

うのはかなり大きな施設をつくって、その中にみんな機能を押し込むんですよね。そうで

はなくて、まちに全部それ開かれてしまう、開いてしまう。会議やる場所もイベントやる

場所も、場合によってはレストランとか、あるいは楽しむ空間、さらにはそういう空間が

このエリア全体で用意されて、それが世の中に押し込められているか、ＭＩＣＥ機能であ

るという空間をつくり出す。それを最もうまくつくり出せる可能性があるのがうめきただ

というふうに思ってる。 

 これから議論したいと思いますし、委員会をこれから立ち上げるんですが、できれば大

阪市の都市計画審議会会長の角野先生にも入ってもらおうかなと、きのう盛岡でお願いし

ました。 

 

橋下大阪市長 

 ぜひお願いします。 

 

小寺教授（京都大学） 
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 それでは、市長の質問に答えたいと思います。 

 ここから私個人の大意になりますけども、私は分野は決めないほうがいいと思ってます、

というのは、分野というのは人によってとらえ方が全然違って、科学技術のある分野でい

う形で捉えると、分野をやると主の分野、従の分野、サポートの分野というのができてき

て、その主の分野に入らなければ、それはただのお手伝いになってしまう。ところが先ほ

どの資料の29、30ページっていうのを見ると、実は情報通信であってもエネルギーであ

っても、それから医療、それから食文化であって、今もう全てが関係してるんですね。そ

れで、あるときは誰かが主役であり、ある方向から見ると誰かが主役になる。そのときは

ほかの分野はサポート役に回ってるというのが状態で、でもそれがこれから10年、20年

とどんどん変化していくときに、その主役になってる人たちが変わってるだけで、分野構

成というか、それを構成している分野というのはいつも少し増殖したり、減ったりします

けども変わってるだけ。ですから、いかにそのテーマを見つけて、そのテーマを実現して

いくための拠点化というのをやって、最初のテーマはこれですというのを設定することに

よって、まずは人を集めていく。そのときに最初からブロードになってるとばらばらにな

ってて何も起きないですけども、最初に何のテーマをここでやりたかということをつくっ

てあげるのが必要じゃないかと私は思います。 

 

川田都市計画局長（大阪市） 

 それでは、ほかいかがでしょうか。 

 そうしたら最後、知事、市長からもし何かコメントございましたら。 

 

松井大阪府知事 

 今の先生のそのテーマなんですけどね、ぜひこれ、これから大阪もまさになんですけど、

超高齢化社会に入りますんで、先ほど安藤先生がもう10年もしたらほとんどの方がもう

いらっしゃらいんじゃないかみたいな話がありました。でも、ぜひ安藤先生が10年後、

15年後そのまま元気でいれるような、そういうイノベーションを起こせるエリアをぜひ、

僕は一番これから世界で必要に、世界のテーマの解決できる必要な分野だと思いますんで、

そういうところも一つのテーマだというところで考えていただいて、御議論お願いします。 

 

橋下大阪市長（大阪市） 
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 本当に皆さんありがとうございました。 

 また、引き続き皆さんのこの力でこのうめきたのプロジェクトを進めていただきたいと

思います。 

 行政的な課題ももうクリアになったということですけど、また進めていくに当たって壁

にぶつかるとかありましたら、そういう場合にはこういうトップの方が集まって、そして

エリアを進めていかなければいけないので、トップ会議は本当に重要だと思うんですが、

安藤さんが言われたように、アイデアをヒアリングする際には、20代とか30代とか、と

んがったそういうメンバーですよね、そういう人たちにできる限りヒアリングをしながら、

ちょっとこれはトップ会議で議論するにはどうなんだろうとか、この場で考えててもそれ

はおかしいんじゃないと思われるようなものこそが、何かイノベーションを生む可能性を

秘めている場合も多いので、どうしても我々トップ会議になってくると、そういうとんが

った人がなかなか集まりにくいようなこともありますけども、あえてそういうところにヒ

アリングをして、これどうなんだろうねというように、みんながここで首をかしげてるよ

うなものを集めて議論するような、そういう会議体にもしてもらいたいなと思いますので、

引き続きお願いします。 

 

川田都市計画局長（大阪市） 

 ありがとうございました。 

 きょう、本当に非常に、ちょっと我々からの発想を変えていただくような御意見いただ

きましたので、それを踏まえて引き続き検討したいと思います。 

 では、これをもちまして本日の議事を終了させていただきたいと思います。 

 どうも、ありがとうございました。 

 

 

 

 

 


